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天天神神教教室室  
TEL 23-1899 

E-mail 
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坂本教室の１１月の休日は、 

６日(日)、１３日(日)、２０日(日)、２７日(日) です。 

塾からのお知らせなどをホームページにて配信中！ 

http://www.katagirijuku.com 

メールでの連絡はこちらまで  

 katagirijuku@docomo.ne.jp 

坂坂本本教教室室でではは、、塾塾運運営営全全般般ををササポポーートトししててくくだだささるるススタタッッフフをを募募集集ししてていいまますす。。  
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変変
わわ
ろろ
うう
とと
しし
なな
けけ
れれ
ばば
流流
ささ
れれ
るる
。。  

自自
分分
のの
「「意意
志志
」」でで  

弛弛
まま
ずず
にに
変変
革革
しし
てて
いい
ここ
うう
。。  

 

 

 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

私私
事事
でで
恐恐
縮縮
でで
はは
ごご
ざざ
いい
まま

すす
がが
、、
パパ
ソソ
ココ
ンン
にに
向向
かか
うう
時時

間間
がが
長長
いい
せせ
いい
かか
、、
慢慢
性性
的的
なな

運運
動動
不不
足足
かか
らら
のの
腰腰
痛痛
にに
悩悩

まま
ささ
れれ
てて
おお
りり
まま
すす
。。
昔昔
、、
どど

ちち
らら
かか
とと
言言
うう
とと
「「
部部
活活
ババ
カカ
」」

的的
なな
人人
間間
でで
ああ
りり
まま
しし
たた
のの

でで
、、
よよ
もも
やや
自自
分分
がが
運運
動動
不不
足足

でで
腰腰
をを
ささ
すす
るる
よよ
うう
にに
なな
ろろ
うう

とと
はは
思思
っっ
てて
もも
おお
りり
まま
せせ
んん
でで
、、

ここ
んん
なな
自自
分分
にに
辟辟
易易
とと
しし
てて
おお

りり
まま
しし
たた
とと
ここ
ろろ
、、
とと
ああ
るる
方方

よよ
りり
「「
万万
歩歩
計計
でで
もも
付付
けけ
てて
歩歩

いい
てて
みみ
れれ
ばば
」」
とと
いい
うう
御御
提提
案案

をを
頂頂
いい
たた
ここ
とと
もも
ああ
りり
、、
早早
速速

万万
歩歩
計計
をを
購購
入入
しし
、、
歩歩
きき
始始

めめ
たた
次次
第第
でで
ごご
ざざ
いい
まま
すす
。。
隆隆

先先
生生
はは
以以
前前
よよ
りり
せせ
っっ
せせ
とと
歩歩

いい
てて
おお
りり
まま
しし
てて
、、
昨昨
日日
もも
歩歩

いい
てて
おお
りり
まま
しし
たた
しし
、、
今今
日日
もも

歩歩
いい
てて
おお
りり
まま
すす
しし
、、
明明
日日
もも

歩歩
いい
てて
いい
るる
でで
しし
ょょ
うう
。。  

  

先先
日日
、、
久久
しし
ぶぶ
りり
にに
観観
音音
寺寺

のの
昔昔
アア
ーー
ケケ
ーー
ドド
のの
ああ
っっ
たた
とと

ここ
ろろ
をを
歩歩
いい
てて
みみ
まま
しし
たた
。。  

昔昔
をを
懐懐
かか
しし
みみ
なな
がが
らら
歩歩  

いい
てて
みみ
よよ
うう
とと
思思
っっ
てて
いい  

たた
のの
でで
すす
がが
、、
随随
分分
とと
変変  

わわ
っっ
てて
しし
まま
っっ
たた
ここ
とと
にに
対対  

すす
るる
驚驚
きき
のの
方方
がが
大大
きき
かか
っっ
たた

でで
すす
。。
たた
ぶぶ
んん
、、
みみ
んん
なな
のの
年年
でで

はは
既既
にに
知知
らら
なな
いい
のの
だだ
ろろ
うう
けけ

どど
、、
私私
がが
高高
校校
生生
だだ
っっ
たた
頃頃

はは
、、
ここ
のの
ああ
たた
りり
はは
凄凄
くく
賑賑
わわ

っっ
てて
いい
まま
しし
たた
。。
道道
路路
にに
はは
自自

転転
車車
がが
溢溢
れれ
、、
アア
ーー
ケケ
ーー
ドド
のの

中中
をを
自自
転転
車車
でで
走走
ろろ
うう
とと
しし
てて

もも
、、
人人
がが
多多
過過
ぎぎ
てて
避避
けけ
るる
のの

がが
大大
変変
でで
・・
・・
・・
。。
中中
学学
生生
のの
時時

だだ
っっ
たた
かか
、、
人人
にに
ぶぶ
つつ
かか
っっ
てて
しし

まま
っっ
てて
怒怒
鳴鳴
らら
れれ
たた
苦苦
いい
思思  

いい
出出
もも
ごご
ざざ
いい
まま
すす
。。
そそ
れれ  

とと
、、
「「土土
曜曜
デデ
ーー
」」なな
んん
てて  

もも
のの
がが
ああ
っっ
たた
のの
っっ
てて
知知
らら  

なな
いい
でで
しし
ょょ
うう
ねね
。。
夏夏
頃頃
だだ
っっ
たた

とと
思思
うう
けけ
どど
、、
毎毎
週週
土土
曜曜
日日
にに

そそ
れれ
はは
もも
うう
商商
店店
街街
がが
おお
祭祭

りり
騒騒
ぎぎ
にに
なな
っっ
てて
おお
りり
まま
しし

たた
。。
とと
、、
昔昔
をを
思思
いい
なな
がが
らら
現現

実実
にに
広広
がが
るる
光光
景景
にに
再再
びび
目目
をを

やや
るる
とと
、、
ああ
らら
たた
めめ
てて
驚驚
きき
なな

おお
しし
てて
しし
まま
いい
まま
すす
。。  

  

ふふ
とと
「「
方方
丈丈
記記
」」
のの
冒冒
頭頭
のの
文文

をを
思思
いい
出出
しし
まま
しし
たた
。。
「「
ゆゆ
くく

河河
のの
流流
れれ
はは
絶絶
ええ
ずず
しし
てて
、、
しし

かか
もも
もも
とと
のの
水水
にに
ああ
らら
ずず
。。
よよ

どど
みみ
にに
浮浮
かか
ぶぶ
うう
たた
かか
たた
はは
、、

かか
つつ
消消
ええ
かか
つつ
結結
びび
てて
、、
久久
しし
くく

とと
どど
まま
りり
たた
るる
たた
めめ
しし
なな
しし
」」。。  

ここ
のの
文文
のの
意意
味味
はは
「「川川
はは  

絶絶
ええ
ずず
流流
れれ
続続
けけ
てて
いい  

てて
、、
水水
もも
もも
とと
ああ  

っっ
たた
同同
じじ
水水
じじ
ゃゃ  

なな
いい
。。
淀淀
みみ
にに
浮浮
かか  

んん
でで
いい
るる
泡泡
だだ
っっ
てて  

消消
ええ
たた
りり
くく
っっ
つつ
いい
たた
りり
、、

いい
つつ
まま
でで
もも
同同
じじ
形形
じじ
ゃゃ
なな
いい
」」

とと
いい
うう
「「
世世
のの
無無
常常
」」
をを
表表
しし
てて

いい
るる
もも
のの
なな
のの
でで
すす
がが
、、
何何
だだ

かか
シシ
ミミ
ジジ
ミミ
とと
腑腑
にに
落落
ちち
まま

すす
。。  

  

世世
のの
中中
のの
もも
のの
はは
とと
どど
まま
るる

ここ
とと
なな
くく
常常
にに
変変
化化
しし
てて
いい
るる

とと
いい
うう
ここ
とと
をを
「「
無無
常常
」」
とと
いい
うう

のの
だだ
とと
理理
解解
しし
てて
おお
りり
まま
すす  

がが
、、
様様
々々
なな
ここ
とと
にに
当当
てて  

はは
めめ
てて
もも
、、
「「なな
るる  

ほほ
どど
、、
無無
常常
なな
もも
んん  

だだ
なな
ぁぁ
」」とと
思思
うう
ここ
とと  

がが
多多
くく
なな
っっ
てて
きき
まま  

しし
たた
。。
２２
００
数数
年年
前前
のの
ババ
ブブ
ルル

とと
呼呼
ばば
れれ
たた
時時
代代
にに
、、
現現
在在
のの

ここ
のの
状状
態態
をを
想想
像像
でで
きき
たた
人人  

はは
いい
たた
のの
だだ
ろろ
うう
かか
？？  

いい
やや
、、

１１
００
年年
前前
にに
今今
のの
世世
、、
特特
にに
欧欧

米米
をを
主主
とと
すす
るる
先先
進進
国国
とと
呼呼  

ばば
れれ
るる
国国
々々
がが
苦苦
戦戦
すす
るる
世世  

にに
なな
るる
ここ
とと
をを
予予
想想
でで
きき
たた  

のの
でで
ああ
ろろ
うう
かか
？？  
いい
やや
いい

やや
、、
３３
年年
前前
、、
今今
のの
世世
がが
予予
想想

でで
きき
たた
のの
かか
・・
・・
・・
。。
恐恐
らら
くく
、、
予予

想想
でで
きき
たた
人人
はは
いい
なな
かか
っっ
たた
のの
でで

はは
なな
いい
でで
しし
ょょ
うう
かか
。。
いい
たた
とと
しし

てて
もも
、、
ここ
れれ
ほほ
どど
まま
でで
変変
わわ
っっ
てて

しし
まま
うう
とと
はは
思思
わわ
なな
かか  

っっ
たた
のの
でで
はは
なな
いい
でで
しし
ょょ
うう  

かか
。。  

  

「「世世
のの
無無
常常
」」とと
言言
いい
まま  

すす
がが
、、
自自
分分
とと
いい
うう
もも
のの  

もも
「「
無無
常常
」」
でで
すす
。。
体体
だだ
っっ
てて
去去

年年
とと
今今
年年
とと
全全
くく
同同
じじ
じじ
ゃゃ
なな

いい
。。
体体
だだ
けけ
じじ
ゃゃ
なな
くく
っっ
てて
考考
ええ

方方
だだ
っっ
てて
全全
くく
同同
じじ
とと
はは
限限
らら

なな
いい
。。
昨昨
日日
はは
落落
ちち
込込
んん
でで
いい

てて
もも
今今
日日
はは
浮浮
かか
れれ
てて
いい
るる
とと

いい
うう
様様
にに
心心
だだ
っっ
てて
変変
わわ
っっ
てて
いい

るる
もも
のの
でで
すす
。。
自自
分分
をを
含含
めめ
世世

のの
中中
のの
物物
、、
ほほ
とと
んん
どど
全全
てて
がが

 

 

「「無無
常常
」」なな
のの
でで
しし
ょょ
うう
。。  

  

先先
日日
、、
とと
ああ
るる
企企
業業
をを
経経
営営

ささ
れれ
てて
いい
るる
方方
とと
昨昨
今今
のの
学学
生生

のの
面面
接接
試試
験験
にに
つつ
いい
てて
話話
をを
しし
てて

おお
りり
まま
しし
たた
。。
そそ
のの
中中
でで
、、
「「
みみ

んん
なな
一一
生生
懸懸
命命
にに
、、
自自
分分
のの
資資

格格
とと
かか
そそ
うう
いい
っっ
たた
もも
のの
をを
ここ
とと

ささ
らら
強強
調調
しし
てて
、、
自自
分分
はは
○○
○○

がが
でで
きき
るる
、、
とと
いい
うう
ここ
とと
ばば
かか  

りり
言言
っっ
てて
いい
るる
。。
実実
際際
、、
みみ
んん  

なな
よよ
くく
頑頑
張張
っっ
てて
いい
るる
のの  

でで
、、
そそ
れれ
はは
立立
派派
なな
ここ
とと  

だだ
とと
はは
思思
うう
けけ
どど
、、
ああ
まま

りり
にに
みみ
んん
なな
同同
じじ
よよ
うう
なな
ここ
とと

ばば
かか
りり
言言
うう
もも
のの
でで
、、
聞聞
いい
てて
いい

るる
方方
はは
、、
ああ
、、
まま
たた
かか
、、
とと
思思
っっ

てて
しし
まま
うう
。。
正正
直直
なな
とと
ここ
ろろ
、、
自自

分分
はは
○○
○○
がが
でで
きき
るる
、、
とと
いい
うう
ここ

とと
よよ
りり
もも
、、
自自
分分
はは
ここ
のの
会会
社社
にに

入入
っっ
てて
○○
○○
がが
しし
たた
いい
！！
とと
いい
うう

のの
がが
聞聞
きき
たた
いい
んん
だだ
けけ
どど
・・・・・・。。
」」  

とと
仰仰
っっ
てて
おお
りり
まま  

しし
たた
。。
ここ
のの
言言
葉葉
をを  

聞聞
いい
てて
以以
来来
、、
世世
のの  

中中
がが
変変
化化
しし
てて  

いい
るる
のの
をを
特特
にに
実実  

感感
でで
きき
るる
今今
だだ
かか
らら  

尚尚
更更
、、
無無
意意
識識
のの
領領  

域域
でで
変変
化化
をを
嫌嫌
いい
、、
他他
とと
異異

なな
るる
ここ
とと
をを
恐恐
れれ
、、
他他
のの
水水
とと

同同
じじ
方方
向向
にに
同同
じじ
様様
にに
流流
れれ
よよ

うう
とと
しし
てて
しし
まま
うう
のの
かか
もも
しし
れれ

なな
いい
なな
。。
だだ
かか
らら
、、
自自
然然
とと
みみ
んん

なな
同同
じじ
よよ
うう
にに
なな
っっ
てて
しし
まま
うう
のの

かか
なな
、、
とと
考考
ええ
てて
おお
りり
まま
しし
たた
。。

しし
かか
しし
、、
どど
んん
なな
にに
一一
生生
懸懸
命命
、、

自自
分分
はは
他他
のの
水水
とと
はは
違違
うう
んん

 

 
 

おお迎迎ええ時時のの車車のの混混雑雑ににつついいてて、、保保護護者者のの皆皆

様様ににごご理理解解ととごご協協力力ををおお願願いい致致ししまますす。。おお迎迎

ええのの際際ににはは、、駐駐車車場場内内ででのの安安全全走走行行、、エエンンジジ

ンン停停止止ににごご協協力力いいたただだくくととととももにに、、ごご近近所所出出

入入口口ななどどででのの路路上上待待機機、、他他のの駐駐車車場場のの無無断断使使

用用ななどどははごご遠遠慮慮いいたただだききまますすよようう重重ねねてておお

願願いい申申しし上上げげまますす。。  

 

  

 

 

 

 

 

  

先先生生方方やや塾塾生生のの皆皆ささんんののおお役役にに立立ててれればばとと思思いい、、片片桐桐塾塾でで働働きき  

始始めめてて２２年年１１１１ヶヶ月月がが経経ちちまますす。。働働きき始始めめ当当初初、、久久ししぶぶりりにに見見るる観観一一生生はは、、  

いいつつもも元元気気いいっっぱぱいいでで、、卒卒業業生生ととししてて嬉嬉ししくく思思いいままししたた。。「「私私がが中中・・高高生生のの時時ははここ

んんななにに勉勉強強ししたたっっけけ！！？？」」とと思思ううくくららいい勉勉強強熱熱心心でで、、日日々々感感心心ししてておおりりままししたた。。

温温かかいい先先生生方方にに囲囲ままれれてて勉勉強強ででききるるよよいい環環境境ががあありり、、羨羨ままししくく思思いいまますす。。今今かからら

そそれれぞぞれれのの道道にに進進むむ際際、、ううままくくいいかかなないいここととももああるるととはは思思いいまますすがが、、自自分分をを信信じじ

てて頑頑張張っっててくくだだささいい。。「「為為せせばば成成るる」」でですす！！  

最最後後ににななりりままししたたがが、、楽楽ししくく働働かかせせてて頂頂いいたた先先生生方方、、ごご迷迷惑惑ををおお掛掛けけしし、、至至ららなな

いい点点もも多多々々ああっったたかかとと思思いいまますすがが、、長長期期間間ににわわたたりり本本当当ににあありりががととううごござざいいまましし

たた。。ここれれかかららもも笑笑顔顔いいっっぱぱいいのの片片桐桐塾塾でであありりまますすよようう応応援援ししてておおりりまますす。。  

本本当当ににおお世世話話ににななりりままししたた。。      

22001111 年年 1111 月月    岡岡田田  光光世世  

  
   

  

  

 

 

 

だだ
、、
とと
言言
っっ
てて
みみ
たた  

とと
ここ
ろろ
でで
、、
川川
のの
傍傍  

でで
流流
れれ
ゆゆ
くく
水水  

をを
見見
てて
いい
るる
人人
にに  

はは
、、
どど
れれ
もも
同同
じじ  

水水
にに
見見
ええ
てて
しし
まま
うう
。。  

そそ
ここ
にに
ああ
るる
のの
はは
たた
だだ  

流流
れれ
てて
いい
るる
だだ
けけ
のの
水水
でで
しし
かか

なな
いい
。。  

  

水水
なな
らら
ばば
たた
だだ
流流
れれ
てて
いい
るる

だだ
けけ
でで
良良
いい
のの
でで
すす
がが
、、
人人
がが

たた
だだ
流流
れれ
てて
いい
るる
だだ
けけ
でで
良良
いい

はは
ずず
もも
なな
くく
、、
確確
かか
にに
「「
無無
常常
」」

とと
いい
うう
ここ
とと
でで
はは
水水
とと
同同
じじ
存存

在在
かか
もも
しし
れれ
まま
せせ
んん
がが
、、
全全
くく

同同
じじ
存存
在在
でで
はは
なな
いい
とと
思思
いい
まま

すす
。。  

  

自自
分分
とと
いい
うう
もも
のの
はは
「「
無無
常常
」」

のの
存存
在在
でで
ああ
りり
、、
川川
にに
水水
がが
絶絶

ええ
ずず
流流
れれ
てて
いい
るる
よよ
うう
にに
、、
自自

分分
もも
常常
にに
変変
化化
しし
続続
けけ
てて
いい
まま

すす
。。
そそ
のの
変変
化化
しし
てて
いい
るる
一一
瞬瞬

一一
瞬瞬
にに
はは
自自
分分
のの
「「
意意
思思
」」
がが

存存
在在
しし
てて
いい
るる
とと
思思
いい
まま
すす
。。  

そそ
のの
「「意意
思思
」」がが
ああ
れれ  

ばば
、、
たた
だだ
流流
れれ  

るる
のの
でで
はは
なな
くく
、、  

自自
分分
かか
らら
流流  

れれ
てて
いい
くく
ここ
とと
がが
でで  

きき
るる
のの
でで
はは
なな
いい
のの

だだ
ろろ
うう
かか
、、
なな
どど
とと
考考
ええ
てて
おお

りり
まま
すす
。。  

  

たた
だだ
私私
がが
漠漠
然然
とと
感感
じじ
てて
いい

るる
ここ
とと
でで
すす
がが
、、
移移  

ろろ
いい
変変
わわ
りり
ゆゆ
くく  

「「無無
常常
のの
世世
」」だだ
かか
らら  

ここ
そそ
、、
変変
わわ
るる
ここ
とと  

をを
恐恐
れれ
るる
のの
でで
はは
なな
くく
、、  

むむ
しし
ろろ
自自
らら
のの
「「
意意
思思
」」
でで
、、
そそ

のの
時時
そそ
のの
時時
のの
自自
分分
がが
正正
しし
いい

とと
信信
じじ
るる
方方
向向
へへ
変変
わわ
りり
続続
けけ

よよ
うう
とと
すす
るる
ここ
とと
がが
、、
大大
切切  

なな
のの
かか
もも
しし
れれ
まま
せせ
んん
。。
自自
らら  

のの
「「意意
思思
」」でで
、、
たた
ゆゆ
まま
ずず
変変
革革  

しし
てて
いい
くく
ここ
とと
がが
、、
今今
とと
いい
うう  

時時
代代
をを
生生
きき
るる
者者
にに
とと
っっ
てて  

のの
キキ
ーー
ワワ
ーー
ドド
なな
のの
かか
もも
しし  

れれ
まま
せせ
んん
。。  

  

  

☆☆求求めめるる人人材材    ４４年年生生大大学学卒卒以以上上、、人人とと接接すするるここととがが好好ききなな方方  
☆☆仕仕事事内内容容      電電話話応応対対、、受受付付業業務務、、教教務務補補助助ななどど  

((一一斉斉授授業業のの講講師師がが可可能能なな場場合合はは指指導導力力にによよりり、、時時給給優優遇遇致致ししまますす。。))  
☆☆勤勤務務時時間間・・曜曜日日    月月曜曜日日～～土土曜曜日日  ((1155：：0000~~2222：：0000))  
                ((  勤勤務務時時間間ににつついいててはは相相談談にに応応じじまますす。。))  
※※面面接接ににてて決決定定致致ししまますすののでで、、ままずずはは坂坂本本教教室室ままででごご連連絡絡くくだだささいい。。  
 

 

このたびはご結婚おめでとうございます。岡田先生が当塾に登場したのが３年前の１２月。あれ
からほぼ３年が過ぎてしまいました。早いものです…。いつの間にか塾の運営管理までてきぱき
とこなされ、岡田先生のサポートがあってこその片桐塾と言ってもいいくらい塾のために本当に
よく動いてくださいました。岡田先生がいることで、塾生たちも随分と癒されていたようで、安
心して塾生をお任せすることができました。お人柄が成せる業ですね。また、２年前、綾美先生
の現場離脱時、満身創痍になりながらも、明るく塾を支えてくれたことを私たちは忘れません。 

世の無常・・・。分かってはいても寂しいものです。しかし、これから新しい未来 
が始まるのだから寂しがってばかりいてはいけないのでしょう。心の底より末永い 
お幸せをお祈りしております。本当にありがとうございました。 
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